現代社会目次

「現代社会」を学ぶ
第１部　私たちの生きる社会
１．環境
１　地球環境の危機
地球環境問題とはなにか
地球温暖化

２　さまざまな地球環境問題
オゾン層の破壊
酸性雨

その他の地球環境問題
３　問題解決への取り組み
世界規模の環境対策
将来世代への責任
２　資源・エネルギー
１　今日の資源・エネルギー問題
資源の偏り
エネルギー革命と原発
２　循環型社会の形成
新しいエネルギー
循環型社会への取り組み
３．生命
１　科学技術の発達と生命倫理

バイオテクノロジーの発展
遺伝子技術の発展
バイオテクノロジーの課題
２　生と死をめぐる問題
生殖医療
安楽死と尊厳死
リヴィング＝ウィル
３　脳死と臓器移植
脳死とはなにか
臓器移植をめぐる問題
４．情報
１　高度情報社会の到来
高度情報社会とは
社会に与える影響

２　高度情報社会の課題
ネット社会の危険性
高度情報社会の課題
Approach１　著作権～文化を守るルール
第２部　現代社会と人間としてのあり方・生き方
第１章　青年期と自己の形成
第１節　青年期の意義と自己実現
１．青年期
青年期とは／自我の目覚め／青年期の課題／アイデンティティの確立
２．適応と発達課題
青年期の自己形成／適応と欲求／自己実現
３．進路と職業生活
働くということ，生きるということ／ボランティア活動／男女共同参画社会
第２節　よく生きるということ

１．哲学と人間
哲学と人間／ソクラテス／プラトン／アリストテレス／古代中国の思想
２　宗教と人間
宗教と文化／世界三大宗教
３　現代を生きる倫理（１）
スコラ哲学から自然科学に／経験論と合理論

４．現代を生きる倫理（２）
モラリストの考え方／人間の尊厳――カント／自由の実現――ヘーゲル／個人と社会の幸福の実現／他者とのかかわり
第３節　日本の伝統や文化
　１　日本人の思想と伝統（１）
おのずから／異文化の摂取・同化の思想／仏教の受容

２　日本人の思想と伝統（２）
日本の儒学と国学／明治期の近代思想
３　日本の文化と伝統
日本の伝統的な行動様式／通過儀礼と年中行事
課題追究
第２章　現代の民主政治と民主社会の倫理
第１節　日本国憲法の成り立ち
１．近代民主主義の原理
近代民主主義の成立／民主主義と人権保障／権力の分立制／法の支配
２．世界の政治体制
直接民主制と間接民主制／世界のおもな政治制度
３．日本国憲法の成立と原理
明治憲法の成立と特徴／日本国憲法の成立／日本国憲法の基本原理
Approach２　憲法改正と国民投票
第２節　基本的人権の保障
１．自由権
自由に生きる権利／人身の自由／精神の自由／経済の自由
２．法の下の平等
法の下の平等／社会のなかの差別
３．社会権
豊かに生きる権利／生存権／教育を受ける権利／労働基本権／自由権と社会権
４．人権の保障と公共の福祉
人権の保障と公共の福祉／参政権と請求権／国民の義務
５．現代社会と新しい人権
新しい人権の主帳／環境権／プライバシーの権利／知る権利
第３節　平和主義と日本の安全保障
１．平和主義の精神
平和主義の確立／自衛隊と日本国憲法／自衛隊の活動範囲の拡大
２．日本の安全保障
日米安全保障条約／冷戦後の日本の安全保障／これからの安全保障
第４節　現代政治と民主社会
１．国会
国会の地位と役割／国会の構成と権限／国会の運営／国会審議の活性化
２．内閣
議院内閣制／内閣の職務と権限／行政の拡大と官僚制の問題／現代の行政と課題
３．裁判所
裁判所の制度／司法権の独立／憲法の番人／裁判制度の課題
Approach３　刑事裁判と裁判員制度

４．地方自治
地方自治の本旨／地方公共団体の仕事／地方分権の課題／住民参加
５．政党政治
政党／政党政治／日本の政党
６．民主政治と選挙
選挙の基本原則／日本の選挙制度／選挙制度をめぐる課題
Approach４　18歳選挙権と選挙のしくみ

７　民主社会の倫理

民主政治と世論の重要性／マス＝メディアと世論の形成／異質な要素との共生
課題追究
第３章　現代の経済社会と経済活動のあり方
第１節　現代経済のしくみ
１．経済体制の変容
　資本主義経済の形成／社会主義経済の変容
２．市場経済のしくみ
経済の循環と経済主体／市場と価格／市場の失敗と政府の役割
３．市場の失敗
市場の寡占化／公共財と外部不経済／情報の非対称性／市場が機能しても解消できない不平等
４．現代の企業
企業の種類／企業の大規模化・多国籍化／所有と経営の分離／会社はだれのものか
Approach５　株式のしくみ

５．国民所得と生活の豊かさ
GDPと国民所得／フローとストック／ストックの重要性
６．経済成長と景気変動
経済成長／景気の変動／インフレとデフレ
７　公的部門の役割と租税
　財政と予算／財政の機能

８　財政の現状と今後の課題
　膨張する国債の累積残高／国民経済に与える影響／負担の公平と税制
９　金融のしくみ
金融とはなにか／金融のしくみ／通貨（おかね）とはなにか／金融取引に特有のリスク
10．日本銀行と金融政策
中央銀行の役割／金融政策の手段／近年の金融政策
第２節　経済の発展と国民生活
１．戦後日本の経済発展（1）
復興期の諸改革／高度経済成長
２．戦後日本の経済発展（2）
高度成長から安定成長へ／プラザ合意とバブル景気／バブル崩壊後の日本経済
３．産業構造の変化
産業構造の高度化／経済のサービス化／産業構造の変化と雇用
４．中小企業と農業
中小企業をめぐる諸問題／農業の現状と課題
５．今日の消費者問題
増加する悪徳商法／消費者保護政策／契約の自由と責任
６．公害と環境保全
　公害の発生／公害防止と対策／環境保全に向けて

７．雇用と労働問題
労働者の権利／労働運動と労働組合法／日本的雇用慣行とその変容／非正規雇用の増加／労働をめぐる課題
Approach６　ハローワークと求人票
８．社会保障のしくみ
安心して暮らすために／ナショナル=ミニマム／日本の社会保障制度
９．これからの社会保障
年金をめぐる問題／少子高齢社会と社会保障／福祉社会の実現に向けて

課題追究
第４章　国際社会の動向と日本
第１節　現代の国際政治
１．国家と国際政治
多様化する国際社会／国益と国際世論／国際法の成立と発展／国際司法機関の発達
２．集団安全保障と国際連合
勢力均衡と集団安全保障／国際連盟／国際連合のしくみ
３．国際連合の現状と課題
国際平和の維持／国際協力の推進／困難に直面する国際連合／国連改革
４．国際政治のあゆみ
冷戦から平和共存へ／多極化と冷戦の終結／グローバル化する世界
５．核兵器と軍縮
核抑止力論／核拡散の危険／核開発競争と反核運動／軍縮と兵器の現状
６．人種・民族問題と地域紛争
人種問題と民族問題／旧ユーゴ紛争／パレスチナ紛争／国際社会の課題
７．国際社会と日本
戦後の日本外交／日本外交の課題
第２節　現代の国際経済
１　貿易と国際分業
貿易とはなにか／国際分業／自由貿易と保護貿易
２．為替と国際収支
外国為替と為替レート／円高・円安と日本経済／国際収支の読み方
３．国際経済の枠組み
国際通貨体制の成立／金・ドル本位制の崩壊／自由貿易の推進とGATT
４．国際経済の動向
　グローバル化のすすむ世界／途上国の台頭／グローバル化の功罪
５．地域経済統合
ヨーロッパ連合（EU）／さまざまな経済統合／日本のFTA・EPA戦略
６．南北問題
南北問題とは／解決への取り組み／南南問題と累積債務問題
７．経済援助と日本の役割
先進国の対応／日本のODAの特徴と課題／貧困の克服に向けて

課題追究
第３部　ともに生きる社会を目指して
より良い社会をつくろう
参考資料
日本国憲法／大日本帝国憲法／教育基本法／労働基準法／労働組合法／男女雇用機会均等法／環境基本法／国際連合憲章／世界人権宣言
